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 砂防パネル展や土石流模型実験を 

行いました。当日は天候に恵まれ、 

たくさんの方にお越しいただき、盛 

況の内に終えることができました。 

（Ｈ２5年５月26日） 砂防パネル展 

  

土石流模型実験 

早田川第一砂防堰堤工事 七ッ滝第９号集水井ほか工事 八紘沢砂防堰堤工事 管内施設整備工事 

 平成25年度の赤川砂防管内における工事は、5件あり２月中に全ての工事が完了しました。地域
の皆様のご理解・ご協力のおかげで、工事期間中は事故などもなく無事に終えることができました。 
 今後とも引き続きご理解とご協力をお願いします。 

 今年度は、庄内地区の２つの出張所
（赤川砂防出張所、立谷沢川砂防出張
所）と施工業者が合同で工事現場の状
況や安全管理体制の点検を実施し、そ
の後改善点の検討などを行いました。 
（Ｈ25年8月とH26年１月の２回） 

 ７月下旬の豪雨をはじめ、大雨に伴う砂
防堰堤の臨時点検を計１8回実施しました。 
 ここ数年は、４回～８回程度でしたので、
今年度は、かなり多い点検回数でした。 
（Ｈ２5年５月から１1月にかけて） 

 ●赤川流域田麦俣地区八紘沢砂防堰堤工事：砂防堰堤の建設工事。(H25.3月～H25.12月) 
 ●赤川流域早田川第一砂防堰堤工事：砂防堰堤の建設工事。（H25.3月～H25.12月） 
 ●赤川砂防管内施設整備工事：排水管敷設工事など。（H25.6月～12月） 
 ●赤川流域岩菅沢第七砂防堰堤工事：砂防堰堤建設に伴う法面保護工事など。（H25.6月～H26.1月） 

 ●田麦俣地すべり七ッ滝第９号集水井ほか工事：集水井の掘削工事。（H25.7月～H26.1月） 

検討会 現場点検 

砂防堰堤の臨時点検 

※赤線囲みが今年度施工した箇所 ※赤線囲みが今年度施工した箇所 
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 来年度も土砂災害防止のための情報提供や砂防の役割を知って

頂くための広報活動を行っていきたいと思います。 

 「赤川砂防だより」の内容もさらに地域にとって必要とされる

誌面に! と考えておりますので、皆様の貴重なご意見・ご感想を

お聞かせ頂ければ幸いです。 

 

 平成２６年２月２０日「出羽庄内国際村」において、６機関７６名が参加して、鶴岡市の直下
を震源とする震度６強の地震が発生し、それに伴い梵字川をせき止める土砂ダムの形成や地すべ
りが発生したとの想定に基づく危機管理演習を実施しました。 
 演習は、参加者には事前にシナリオを知らせず、進行役が逐次情報を付与して質問し、参加機
関が自ら今後の対応を想定して回答するという学習型形式により実施しました。 

 平成２６年３月５日（水）に新庄市民プラザにおいて「第18回現場技術者による安全施工技術研

究発表会」が、新庄河川事務所事故防止対策委員会と事故防止安全対策協議会の主催で開催されま

した。 

 当事務所が今年度に発注した工事及び業務委託に携わった技術者がそれぞれの業務に際し、安全

対策や施工技術の向上に係る取り組みにおける創意工夫等を発表し、情報交換・議論して施工技術

の向上と技術者の研さんを図るものです。 

 今年は、現場技術者より応募のあった５８題の中から、特に優れてい

ると認められた９題について発表が行われました。審査した結果、当出

張所管内で施工した(株)王祇建設の渡會聡 氏の発表した「赤川流域田麦

俣地区八紘沢砂防堰堤工事の安全対策について」が優秀賞を、また十和

建設(株)の菅原元 氏の発表した「市道通行に関わる安全管理について」

が奨励賞を受賞しました。 

※発表論文及び応募論文については、新庄河川事務所ホームページにてご覧頂

けます。(http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/) ▲研究発表 
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